
(57)【要約】

【課題】本発明は、長期信頼性に優れたアンテナ共用器

を提供することを目的とするものである。

【解決手段】セラミックパッケージまたはセラミック基

板と、このセラミックパッケージまたはセラミック基板

の上面に設けられたバンプ１２と、このバンプ１２の上

面に設けられ、かつ前記バンプ１２と電気的に接続され

た複数の櫛形電極を下面に有する弾性表面波素子１４と

を備え、前記複数の櫛形電極は電波の送信側に前記バン

プ１２を介して接続された第１の櫛形電極１３ａと、電

波の受信側に前記バンプ１２を介して接続された第２の

櫛形電極１３ｂからなり、かつ前記セラミックパッケー

ジまたはセラミック基板と前記弾性表面波素子１４との

間に前記複数の櫛形電極と電気的に接続されないダミー

バンプ１８を形成したものである。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
異 な る 複 数 の 周 波 数 帯 の 電 波 の 送 受 信 を 同 時 に 行 う た め の ア ン テ ナ 共 用 器 で あ っ て 、 セ ラ
ミ ッ ク 基 板 ま た は セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ と 、 こ の セ ラ ミ ッ ク 基 板 ま た は セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ
ー ジ の 上 面 に 設 け ら れ た バ ン プ と 、 こ の バ ン プ の 上 面 に 設 け ら れ 、 か つ 前 記 バ ン プ と 電 気
的 に 接 続 さ れ た 複 数 の 櫛 形 電 極 を 下 面 に 有 す る 弾 性 表 面 波 素 子 と を 備 え 、 前 記 複 数 の 櫛 形
電 極 は 電 波 の 送 信 側 に 前 記 バ ン プ を 介 し て 接 続 さ れ た 第 １ の 櫛 形 電 極 と 、 電 波 の 受 信 側 に
前 記 バ ン プ を 介 し て 接 続 さ れ た 第 ２ の 櫛 形 電 極 か ら な り 、 か つ 前 記 セ ラ ミ ッ ク 基 板 ま た は
セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ と 前 記 弾 性 表 面 波 素 子 と の 間 に 、 前 記 複 数 の 櫛 形 電 極 と 電 気 的 に 接
続 さ れ な い ダ ミ ー バ ン プ を 形 成 し た ア ン テ ナ 共 用 器 。
【 請 求 項 ２ 】
第 １ の 櫛 形 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ た バ ン プ の 径 を 、 第 ２ の 櫛 形 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ
た バ ン プ の 径 よ り 大 き く し た 請 求 項 １ 記 載 の ア ン テ ナ 共 用 器 。
【 請 求 項 ３ 】
第 １ の 櫛 形 電 極 の 周 囲 に 形 成 さ れ た バ ン プ お よ び ダ ミ ー バ ン プ の 数 を 、 第 ２ の 櫛 形 電 極 の
周 囲 に 形 成 さ れ た バ ン プ お よ び ダ ミ ー バ ン プ の 数 よ り 多 く し た 請 求 項 １ 記 載 の ア ン テ ナ 共
用 器 。
【 請 求 項 ４ 】
異 な る 複 数 の 周 波 数 帯 の 電 波 の 送 受 信 を 同 時 に 行 う た め の ア ン テ ナ 共 用 器 で あ っ て 、 内 部
電 極 を 有 す る セ ラ ミ ッ ク 基 板 と 、 こ の セ ラ ミ ッ ク 基 板 の 上 面 に 設 け ら れ た バ ン プ と 、 こ の
バ ン プ の 上 面 に 設 け ら れ 、 か つ 前 記 バ ン プ と 電 気 的 に 接 続 さ れ た 複 数 の 櫛 形 電 極 を 下 面 に
有 す る 弾 性 表 面 波 素 子 と 、 こ の 弾 性 表 面 波 素 子 の 側 面 、 上 面 の ５ 面 と 接 触 す る よ う に 設 け
ら れ た 保 護 膜 と を 備 え 、 前 記 複 数 の 櫛 形 電 極 は 電 波 の 送 信 側 に 前 記 バ ン プ を 介 し て 接 続 さ
れ た 第 １ の 櫛 形 電 極 と 、 電 波 の 受 信 側 に 前 記 バ ン プ を 介 し て 接 続 さ れ た 第 ２ の 櫛 形 電 極 か
ら な り 、 か つ 前 記 セ ラ ミ ッ ク 基 板 と 前 記 弾 性 表 面 波 素 子 と の 間 に 、 前 記 複 数 の 櫛 形 電 極 と
電 気 的 に 接 続 さ れ な い ダ ミ ー バ ン プ を 形 成 し た ア ン テ ナ 共 用 器 。
【 請 求 項 ５ 】
保 護 膜 を 膜 状 に 構 成 し た 請 求 項 ４ 記 載 の ア ン テ ナ 共 用 器 。
【 請 求 項 ６ 】
保 護 膜 を 、 弾 性 表 面 波 素 子 の 側 面 、 上 面 の ５ 面 と 接 触 す る よ う に 設 け ら れ た 樹 脂 膜 と 、 こ
の 樹 脂 膜 を 覆 う よ う に 設 け ら れ た 金 属 膜 と で 構 成 し た 請 求 項 ４ 記 載 の ア ン テ ナ 共 用 器 。
【 請 求 項 ７ 】
第 １ の 櫛 形 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ た バ ン プ の 径 を 、 第 ２ の 櫛 形 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ
た バ ン プ の 径 よ り 大 き く し た 請 求 項 ４ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の ア ン テ ナ 共 用 器 。
【 請 求 項 ８ 】
第 １ の 櫛 形 電 極 の 周 囲 に 形 成 さ れ た バ ン プ お よ び ダ ミ ー バ ン プ の 数 を 、 第 ２ の 櫛 形 電 極 の
周 囲 に 形 成 さ れ た バ ン プ お よ び ダ ミ ー バ ン プ の 数 よ り 多 く し た 請 求 項 ４ ～ ６ の い ず れ か に
記 載 の ア ン テ ナ 共 用 器 。
【 請 求 項 ９ 】
樹 脂 膜 に シ リ カ を 含 有 さ せ た 請 求 項 ６ 記 載 の ア ン テ ナ 共 用 器 。
【 請 求 項 １ ０ 】
金 属 膜 を 内 部 電 極 に 接 続 す る よ う に し た 請 求 項 ６ 記 載 の ア ン テ ナ 共 用 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 特 に 携 帯 電 話 に 使 用 さ れ 、 複 数 の 周 波 数 帯 の 電 波 の 送 受 信 を 行 う た め の ア ン
テ ナ 共 用 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の こ の 種 の ア ン テ ナ 共 用 器 は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 電 極 １ を 有 す る Ｌ Ｔ Ｃ Ｃ （ 低 温
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焼 成 セ ラ ミ ッ ク ス ） ２ と 、 こ の Ｌ Ｔ Ｃ Ｃ ２ の 上 面 に 形 成 さ れ た キ ャ ビ テ ィ ３ と 、 こ の キ ャ
ビ テ ィ ３ に ダ イ ボ ン ド 樹 脂 ４ に よ っ て 固 定 さ れ 、 か つ 上 面 に 櫛 形 電 極 ５ を 有 す る 弾 性 表 面
波 素 子 ６ と 、 こ の 弾 性 表 面 波 素 子 ６ を 覆 う よ う に 設 け ら れ た リ ッ ド ７ と を 備 え 、 そ し て 前
記 弾 性 表 面 波 素 子 ６ と 電 極 １ と を ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ ８ に よ り 電 気 的 に 接 続 す る よ う に し
て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 な お 、 こ の 出 願 の 発 明 に 関 連 す る 先 行 技 術 文 献 情 報 と し て は 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ が 知
ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ６ ８ ８ ７ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 し た 従 来 の ア ン テ ナ 共 用 器 は 、 櫛 形 電 極 ５ で 発 生 し た 熱 を 弾 性 表 面 波 素 子 ６ の 下 面
の ダ イ ボ ン ド 樹 脂 ４ や Ｌ Ｔ Ｃ Ｃ ２ に 逃 が し て い る が 、 こ の 弾 性 表 面 波 素 子 ６ は 熱 伝 導 率 が
低 い た め 、 放 熱 が 悪 く 、 こ れ に よ り 、 駆 動 時 に 櫛 形 電 極 ５ が 高 温 と な り 、 長 期 信 頼 性 が 悪
化 す る と い う 課 題 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 長 期 信 頼 性 に 優 れ た ア ン テ ナ 共 用 器 を 提 供
す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 は 、 以 下 の 構 成 を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 セ ラ ミ ッ ク 基 板 ま た は セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ と 、 こ
の セ ラ ミ ッ ク 基 板 ま た は セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ の 上 面 に 設 け ら れ た バ ン プ と 、 こ の バ ン プ
の 上 面 に 設 け ら れ 、 か つ 前 記 バ ン プ と 電 気 的 に 接 続 さ れ た 複 数 の 櫛 形 電 極 を 下 面 に 有 す る
弾 性 表 面 波 素 子 と を 備 え 、 前 記 複 数 の 櫛 形 電 極 は 電 波 の 送 信 側 に 前 記 バ ン プ を 介 し て 接 続
さ れ た 第 １ の 櫛 形 電 極 と 、 電 波 の 受 信 側 に 前 記 バ ン プ を 介 し て 接 続 さ れ た 第 ２ の 櫛 形 電 極
か ら な り 、 か つ 前 記 セ ラ ミ ッ ク 基 板 ま た は セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ と 前 記 弾 性 表 面 波 素 子 と
の 間 に 、 前 記 複 数 の 櫛 形 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ な い ダ ミ ー バ ン プ を 形 成 し た も の で 、 こ
の 構 成 に よ れ ば 、 櫛 形 電 極 で 発 生 し た 熱 を 、 熱 伝 導 率 の 高 い バ ン プ お よ び ダ ミ ー バ ン プ を
介 し て セ ラ ミ ッ ク 基 板 ま た は セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ に 逃 が す こ と が で き る た め 、 放 熱 性 が
良 く な り 、 こ れ に よ り 、 駆 動 時 に 櫛 形 電 極 が 高 温 と な る の を 防 止 で き る た め 、 長 期 信 頼 性
に 優 れ た ア ン テ ナ 共 用 器 を 得 る こ と が で き る と い う 作 用 効 果 が 得 ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ の 櫛 形 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ た バ ン プ
の 径 を 、 第 ２ の 櫛 形 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ た バ ン プ の 径 よ り 大 き く し た も の で 、 こ の 構
成 に よ れ ば 、 電 波 の 送 信 側 に 接 続 さ れ 発 熱 量 の 大 き い 第 １ の 櫛 形 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ
た バ ン プ の 径 を 大 き く し て 、 熱 伝 導 を 高 く し て い る た め 、 駆 動 時 に 櫛 形 電 極 が 高 温 と な る
の を 防 止 で き る と い う 作 用 効 果 が 得 ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ の 櫛 形 電 極 の 周 囲 に 形 成 さ れ た バ ン プ お
よ び ダ ミ ー バ ン プ の 数 を 、 第 ２ の 櫛 形 電 極 の 周 囲 に 形 成 さ れ た バ ン プ お よ び ダ ミ ー バ ン プ
の 数 よ り 多 く し た も の で 、 こ の 構 成 に よ れ ば 、 電 波 の 送 信 側 に 接 続 さ れ 発 熱 量 の 大 き い 第
１ の 櫛 形 電 極 の 周 囲 に 形 成 さ れ た パ ン プ の 数 を 多 く し て 、 熱 伝 導 を 高 く し て い る た め 、 駆
動 時 に 櫛 形 電 極 が 高 温 と な る の を 防 止 で き る と い う 作 用 効 果 が 得 ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 内 部 電 極 を 有 す る セ ラ ミ ッ ク 基 板 と 、 こ の セ ラ ミ ッ
ク 基 板 の 上 面 に 設 け ら れ た バ ン プ と 、 こ の バ ン プ の 上 面 に 設 け ら れ 、 か つ 前 記 バ ン プ と 電
気 的 に 接 続 さ れ た 複 数 の 櫛 形 電 極 を 下 面 に 有 す る 弾 性 表 面 波 素 子 と 、 こ の 弾 性 表 面 波 素 子
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の 側 面 、 上 面 の ５ 面 と 接 触 す る よ う に 設 け ら れ た 保 護 膜 と を 備 え 、 前 記 複 数 の 櫛 形 電 極 は
電 波 の 送 信 側 に 前 記 バ ン プ を 介 し て 接 続 さ れ た 第 １ の 櫛 形 電 極 と 、 電 波 の 受 信 側 に 前 記 バ
ン プ を 介 し て 接 続 さ れ た 第 ２ の 櫛 形 電 極 か ら な り 、 か つ 前 記 セ ラ ミ ッ ク 基 板 と 前 記 弾 性 表
面 波 素 子 と の 間 に 、 前 記 複 数 の 櫛 形 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ な い ダ ミ ー バ ン プ を 形 成 し た
も の で 、 こ の 構 成 に よ れ ば 、 櫛 形 電 極 で 発 生 し た 熱 を 、 熱 伝 導 率 の 高 い バ ン プ お よ び ダ ミ
ー バ ン プ を 介 し て セ ラ ミ ッ ク 基 板 に 逃 が す こ と が で き る た め 、 駆 動 時 に 櫛 形 電 極 が 高 温 と
な る の を 防 止 で き 、 こ れ に よ り 、 弾 性 表 面 波 素 子 か ら も 櫛 形 電 極 で 発 生 し た 熱 を 逃 が す こ
と が で き る た め 、 駆 動 時 に 櫛 形 電 極 が 高 温 と な る の を 防 止 で き 、 こ の 結 果 、 長 期 信 頼 性 に
優 れ た ア ン テ ナ 共 用 器 を 得 る こ と が で き る と い う 作 用 効 果 が 得 ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 特 に 、 保 護 膜 を 膜 状 に 構 成 し た も の で 、 こ の 構 成 に
よ れ ば 、 保 護 膜 を 容 易 に 弾 性 表 面 波 素 子 に 接 触 さ せ る こ と が で き る と い う 作 用 効 果 が 得 ら
れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 特 に 、 保 護 膜 を 、 弾 性 表 面 波 素 子 の 側 面 、 上 面 の ５
面 と 接 触 す る よ う に 設 け ら れ た 樹 脂 膜 と 、 こ の 樹 脂 膜 を 覆 う よ う に 設 け ら れ た 金 属 膜 と で
構 成 し た も の で 、 こ の 構 成 に よ れ ば 、 弾 性 表 面 波 素 子 の ５ 面 を 樹 脂 膜 と 接 触 さ せ 、 か つ こ
の 樹 脂 膜 を 熱 伝 導 率 の 高 い 金 属 膜 で 覆 っ て い る た め 、 櫛 形 電 極 で 発 生 し た 熱 を よ り 効 果 的
に 弾 性 表 面 波 素 子 か ら 逃 が す こ と が で き る と い う 作 用 効 果 が 得 ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ の 櫛 形 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ た バ ン プ
の 径 を 、 第 ２ の 櫛 形 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ た バ ン プ の 径 よ り 大 き く し た も の で 、 こ の 構
成 に よ れ ば 、 電 波 の 送 信 側 に 接 続 さ れ 発 熱 量 の 大 き い 第 １ の 櫛 形 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ
た バ ン プ の 径 を 大 き く し て 、 熱 伝 導 を 高 く し て い る た め 、 駆 動 時 に 櫛 形 電 極 が 高 温 と な る
の を 防 止 で き る と い う 作 用 効 果 が 得 ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ８ に 記 載 の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ の 櫛 形 電 極 の 周 囲 に 形 成 さ れ た バ ン プ お
よ び ダ ミ ー バ ン プ の 数 を 、 第 ２ の 櫛 形 電 極 の 周 囲 に 形 成 さ れ た バ ン プ お よ び ダ ミ ー バ ン プ
の 数 よ り 多 く し た も の で 、 こ の 構 成 に よ れ ば 、 電 波 の 送 信 側 に 接 続 さ れ 発 熱 量 の 大 き い 第
１ の 櫛 形 電 極 の 周 囲 に 形 成 さ れ た バ ン プ の 数 を 多 く し て 、 熱 伝 導 を 高 く し て い る た め 、 駆
動 時 に 櫛 形 電 極 が 高 温 と な る の を 防 止 で き る と い う 作 用 効 果 が 得 ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ９ に 記 載 の 発 明 は 、 特 に 、 樹 脂 膜 に シ リ カ を 含 有 さ せ た も の で 、 こ の 構
成 に よ れ ば 、 樹 脂 膜 の 熱 伝 導 率 を 高 く す る こ と が で き る た め 、 弾 性 表 面 波 素 子 か ら よ り 多
く の 熱 を 逃 が す こ と が で き る と い う 作 用 効 果 が 得 ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 発 明 は 、 特 に 、 金 属 膜 を 内 部 電 極 に 接 続 す る よ う に し た も
の で 、 こ の 構 成 に よ れ ば 、 内 部 電 極 を 介 し て 下 面 電 極 や グ ラ ン ド 電 極 に 櫛 形 電 極 で 発 生 し
た 熱 を 逃 が す こ と が で き る と い う 作 用 効 果 が 得 ら れ る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 上 の よ う に 本 発 明 の ア ン テ ナ 共 用 器 は 、 セ ラ ミ ッ ク 基 板 ま た は セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ
と 、 こ の セ ラ ミ ッ ク 基 板 ま た は セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ の 上 面 に 設 け ら れ た バ ン プ と 、 こ の
バ ン プ の 上 面 に 設 け ら れ 、 か つ 前 記 バ ン プ と 電 気 的 に 接 続 さ れ た 複 数 の 櫛 形 電 極 を 下 面 に
有 す る 弾 性 表 面 波 素 子 と を 備 え 、 前 記 複 数 の 櫛 形 電 極 は 電 波 の 送 信 側 に 前 記 バ ン プ を 介 し
て 接 続 さ れ た 第 １ の 櫛 形 電 極 と 、 電 波 の 受 信 側 に 前 記 バ ン プ を 介 し て 接 続 さ れ た 第 ２ の 櫛
形 電 極 か ら な り 、 か つ 前 記 セ ラ ミ ッ ク 基 板 ま た は セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ と 前 記 弾 性 表 面 波
素 子 と の 間 に 、 前 記 複 数 の 櫛 形 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ な い ダ ミ ー バ ン プ を 形 成 し て い る
た め 、 櫛 形 電 極 で 発 生 し た 熱 を 、 熱 伝 導 率 の 高 い バ ン プ お よ び ダ ミ ー バ ン プ を 介 し て セ ラ
ミ ッ ク 基 板 ま た は セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ に 逃 が す こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 放 熱 性 が 良 く
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な る た め 、 駆 動 時 に 櫛 形 電 極 が 高 温 と な る の を 防 止 で き 、 こ の 結 果 、 長 期 信 頼 性 に 優 れ た
ア ン テ ナ 共 用 器 を 得 る こ と が で き る と い う 作 用 効 果 が 得 ら れ る も の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 以 下 、 実 施 の 形 態 １ を 用 い て 、 本 発 明 の 特 に 請 求 項 １ ～ ３ に 記 載 の 発 明 に つ い て 説 明 す
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る ア ン テ ナ 共 用 器 の 断 面 図 を 示 し た も の で あ り 、 セ
ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ １ １ と 、 こ の セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ １ １ の 上 面 に 設 け ら れ た バ ン プ １
２ と 、 こ の バ ン プ １ ２ の 上 面 に 設 け ら れ 、 か つ 前 記 バ ン プ １ ２ と 電 気 的 に 接 続 さ れ た 複 数
の 櫛 形 電 極 １ ３ を 下 面 に 有 す る 弾 性 表 面 波 素 子 １ ４ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ １ １ は 、 そ の 表 面 に 電 極 １ ５ が 形 成 さ れ 、 こ の 電 極 １ ５ は バ
ン プ １ ２ を 介 し て 櫛 形 電 極 １ ３ と 電 気 的 に 接 続 さ れ る も の で あ る 。 な お 、 こ の セ ラ ミ ッ ク
パ ッ ケ ー ジ １ １ の 代 わ り に セ ラ ミ ッ ク 基 板 を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 前 記 バ ン プ １ ２ の 材 料 と し て は 、 一 般 的 に Ａ ｕ を 使 用 す る が 、 そ の 他 の 成 分 の も
の を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ し て ま た 、 前 記 弾 性 表 面 波 素 子 １ ４ は 、 タ ン タ ル 酸 リ チ ウ ム か ら な る 圧 電 基 板 の 主 面
（ 下 面 ） に Ａ ｌ ま た は Ａ ｌ 合 金 か ら な る 複 数 の 櫛 形 電 極 １ ３ を 備 え て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 前 記 セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ １ １ を 覆 う よ う に 保 護 膜 １ ６ と し て の 蓋 体 １ ７ が 設 け
ら れ て い る も の で 、 こ の 蓋 体 １ ７ は 金 属 で 構 成 さ れ 、 か つ 前 記 電 極 １ ５ と 接 続 す る こ と に
よ り 外 部 か ら の 熱 を 電 極 １ ５ に 逃 が し て 、 弾 性 表 面 波 素 子 １ ４ に 外 部 か ら 熱 が 入 る の を 遮
断 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る ア ン テ ナ 共 用 器 の 弾 性 表 面 波 素 子 １ ４ の 主 面 （ 下
面 ） 図 を 示 し た も の で 、 こ の 弾 性 表 面 波 素 子 １ ４ に は 、 電 波 の 送 信 側 に バ ン プ １ ２ を 介 し
て 接 続 さ れ た 第 １ の 櫛 形 電 極 １ ３ ａ と 、 電 波 の 受 信 側 に バ ン プ １ ２ を 介 し て 接 続 さ れ た 第
２ の 櫛 形 電 極 １ ３ ｂ と 、 セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ １ １ と 弾 性 表 面 波 素 子 １ ４ と の 間 に 形 成 さ
れ 、 か つ 前 記 第 １ 、 第 ２ の 櫛 形 電 極 １ ３ ａ ， １ ３ ｂ と 電 気 的 に 接 続 さ れ な い ダ ミ ー バ ン プ
１ ８ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 第 １ の 櫛 形 電 極 １ ３ ａ は 電 波 の 送 信 側 に バ ン プ １ ２ を 介 し て 接 続 さ れ る も の で 、 弾
性 表 面 波 素 子 １ ４ の 主 面 の 片 方 半 分 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 第 ２ の 櫛 形 電 極 １ ３ ｂ は 、
電 波 の 受 信 側 に バ ン プ １ ２ を 介 し て 接 続 さ れ る も の で 、 弾 性 表 面 波 素 子 １ ４ の 主 面 の 残 り
の 半 分 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 前 記 ダ ミ ー バ ン プ １ ８ は 、 バ ン プ １ ２ と 同 じ 材 料 で 同 じ 形 状 に 構 成 さ れ て い る も
の で 、 こ の ダ ミ ー バ ン プ １ ８ と バ ン プ １ ２ は 金 属 で 構 成 さ れ て い る た め 、 弾 性 表 面 波 素 子
１ ４ よ り 熱 伝 導 率 が 高 く な っ て い る 。 そ し て ま た 、 こ の ダ ミ ー バ ン プ １ ８ は セ ラ ミ ッ ク パ
ッ ケ ー ジ １ １ の 上 面 に 当 接 し て い る も の で 、 こ の ダ ミ ー バ ン プ １ ８ を 電 極 １ ５ と 電 気 的 に
接 続 す れ ば 、 電 極 １ ５ を 介 し て 下 面 電 極 や グ ラ ン ド 電 極 に 弾 性 表 面 波 素 子 １ ４ で 発 生 し た
熱 を 逃 が す こ と が で き る た め 、 よ り 放 熱 性 を 高 め る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 さ ら に 、 こ の ダ ミ ー バ ン プ １ ８ と バ ン プ １ ２ は 、 弾 性 表 面 波 素 子 １ ４ の 一 方 の 端 面 に 設
け ら れ た 数 と 、 弾 性 表 面 波 素 子 １ ４ の 他 方 の 端 面 に 設 け ら れ た 数 と が 同 じ 数 に な る よ う に
し て 、 弾 性 表 面 波 素 子 １ ４ を 安 定 さ せ る の が 好 ま し い 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る ア ン テ ナ 共 用 器 の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ 、 図 ２ に お い て 、 ま ず 、 タ ン タ ル 酸 リ チ ウ ム か ら な る 圧 電 基 板 の 主 面 前 面 に Ａ ｌ ま
た は Ａ ｌ 合 金 を 蒸 着 し 、 そ の 後 、 フ ォ ト リ ソ 工 程 に よ り 所 定 形 状 の 複 数 の 櫛 型 電 極 １ ３ を
形 成 し 、 弾 性 表 面 波 素 子 １ ４ を 得 る 。 こ の と き 、 ダ ミ ー バ ン プ １ ８ を 設 け る 箇 所 に も 、 Ａ
ｌ ま た は Ａ ｌ 合 金 か ら な る パ タ ー ン を 形 成 し て お く 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ １ １ に バ ン プ １ ２ お よ び ダ ミ ー バ ン プ １ ８ と な る Ａ ｕ バ ン
プ を 形 成 し た 後 、 櫛 型 電 極 １ ３ が 形 成 さ れ た 弾 性 表 面 波 素 子 １ ４ を バ ン プ １ ２ お よ び ダ ミ
ー バ ン プ １ ８ を 介 し て 載 置 す る 。 こ の と き 、 弾 性 表 面 波 素 子 １ ４ の 上 か ら 超 音 波 を 印 加 す
る こ と に よ り 、 櫛 型 電 極 １ ３ と 電 極 １ ５ と を バ ン プ １ ２ に よ っ て 電 気 的 に 接 続 す る 。 ま た
、 ダ ミ ー バ ン プ １ ８ は セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ １ １ の 上 面 に 当 接 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 最 後 に 、 セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ １ １ に 囲 ま れ た 部 分 を 覆 う よ う に 金 属 製 の 蓋 体 １ ７ を 形
成 す る 。 こ の と き 、 金 属 製 の 蓋 体 １ ７ を 電 極 １ ５ と 電 気 的 に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 し た 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お い て は 、 第 １ 、 第 ２ の 櫛 型 電 極 １ ３ ａ ， １ ３ ｂ と 電
気 的 に 接 続 さ れ な い ダ ミ ー バ ン プ １ ８ を 形 成 し て い る た め 、 櫛 型 電 極 １ ３ ａ ， １ ３ ｂ で 発
生 し た 熱 を 、 熱 伝 導 率 の 高 い バ ン プ １ ２ お よ び ダ ミ ー バ ン プ １ ８ を 介 し て 熱 伝 導 率 の 高 い
セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ （ セ ラ ミ ッ ク 基 板 ） １ １ に 逃 が す こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 駆 動 時
に 櫛 型 電 極 １ ３ ａ ， １ ３ ｂ が 高 温 と な る の を 防 止 で き る た め 、 長 期 信 頼 性 に 優 れ た ア ン テ
ナ 共 用 器 を 得 る こ と が で き る と い う 効 果 が 得 ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 第 １ の 櫛 型 電 極 １ ３ ａ と 電 気 的 に 接 続 さ れ た バ ン プ １
２ の 径 を 、 第 ２ の 櫛 型 電 極 １ ３ ｂ と 電 気 的 に 接 続 さ れ た バ ン プ １ ２ の 径 よ り 大 き く し て 、
電 波 の 送 信 側 に 接 続 さ れ 発 熱 量 の 大 き い 第 １ の 櫛 型 電 極 １ ３ ａ と 電 気 的 に 接 続 さ れ た バ ン
プ １ ２ の 熱 伝 導 を 高 く す れ ば 、 駆 動 時 に 櫛 型 電 極 １ ３ が 高 温 と な る の を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ し て ま た 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 １ の 櫛 形 電 極 １ ３ ａ の 周 囲 に 形 成 さ れ た バ ン
プ １ ２ お よ び ダ ミ ー バ ン プ １ ８ の 数 を 、 第 ２ の 櫛 形 電 極 １ ３ ｂ の 周 囲 に 形 成 さ れ た バ ン プ
１ ２ お よ び ダ ミ ー バ ン プ １ ８ の 数 よ り 多 く し て 、 電 波 の 送 信 側 に 接 続 さ れ 発 熱 量 の 大 き い
第 １ の 櫛 形 電 極 １ ３ ａ の 周 囲 の 熱 伝 導 を 高 く す れ ば 、 駆 動 時 に 櫛 形 電 極 １ ３ が 高 温 と な る
の を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 以 下 、 実 施 の 形 態 ２ を 用 い て 、 本 発 明 の 特 に 請 求 項 ４ ～ ８ に 記 載 の 発 明 に つ い て 説 明 す
る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ４ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る ア ン テ ナ 共 用 器 の 断 面 図 で あ る 。 な お 、 こ の 本 発
明 の 実 施 の 形 態 ２ は 、 上 記 し た 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ の 構 成 と 同 様 の 構 成 を 有 す る も の に
つ い て は 、 同 一 符 号 を 付 し て お り 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ４ に お い て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ が 上 記 し た 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ と 相 違 す る 点 は
、 保 護 膜 １ ６ を 樹 脂 膜 １ ７ ａ と 金 属 膜 １ ７ ｂ と で 構 成 し 、 さ ら に 樹 脂 膜 １ ７ ａ を 弾 性 表 面
波 素 子 １ ４ の 側 面 、 上 面 の ５ 面 と 接 触 さ せ た 点 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 前 記 樹 脂 膜 １ ７ ａ は エ ポ キ シ 樹 脂 で 構 成 さ れ 、 か つ 金 属 膜 １ ７ ｂ は こ の 樹 脂 膜 １
７ ａ を 覆 う よ う に 、 表 面 に Ｎ ｉ 層 を 有 す る Ｃ ｕ に よ り 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 樹 脂 膜
１ ７ ａ お よ び 金 属 膜 １ ７ ｂ は 膜 状 に 構 成 さ れ て い る も の で あ る 。
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【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 弾 性 表 面 波 素 子 １ ４ の 側 面 、 上 面 の ５ 面 を 樹 脂 膜 １ ７ ａ と 接 触 さ せ
、 か つ こ の 樹 脂 膜 １ ７ ａ を 熱 伝 導 率 の 高 い 金 属 膜 １ ７ ｂ で 覆 う よ う に し て い る た め 、 弾 性
表 面 波 素 子 １ ４ か ら も 櫛 形 電 極 １ ３ で 発 生 し た 熱 を 逃 が す こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 駆 動
時 に 櫛 形 電 極 １ ３ が 高 温 と な る の を 防 止 で き る た め 、 長 期 信 頼 性 に 優 れ た ア ン テ ナ 共 用 器
を 得 る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 樹 脂 膜 １ ７ ａ に シ リ カ を 含 有 さ せ る こ と に よ り 、 樹 脂 膜 １ ７ ａ の 熱 伝 導 率 を 高 く
す る こ と が で き る た め 、 弾 性 表 面 波 素 子 １ ４ か ら よ り 多 く の 熱 を 逃 が す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 そ し て ま た 、 図 ４ に お い て 、 １ ９ は セ ラ ミ ッ ク 基 板 で 、 こ の セ ラ ミ ッ ク 基 板 １ ９ に は 、
そ の 外 部 に 外 部 電 極 ２ ０ が 形 成 さ れ 、 か つ 内 部 に は 内 部 電 極 ２ １ が 形 成 さ れ 、 そ し て 前 記
外 部 電 極 ２ ０ と 内 部 電 極 ２ １ と を ビ ア ２ ２ で 電 気 的 に 接 続 す る 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 さ ら に 、 前 記 金 属 膜 １ ７ ｂ は 外 部 電 極 ２ ０ 、 ビ ア ２ ２ を 介 し て 内 部 電 極 ２ １ に 接 続 す る
よ う に し て い る た め 、 こ の 金 属 膜 １ ７ ｂ 、 外 部 電 極 ２ ０ 、 ビ ア ２ ２ 、 内 部 電 極 ２ １ を 介 し
て 下 面 電 極 や グ ラ ン ド 電 極 に 弾 性 表 面 波 素 子 １ ４ の 櫛 形 電 極 １ ３ で 発 生 し た 熱 を 容 易 に 逃
が す こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 さ ら に ま た 、 前 記 保 護 膜 １ ６ は 膜 状 に 構 成 し て い る た め 、 保 護 膜 １ ６ を 容 易 に 弾 性 表 面
波 素 子 １ ４ に 接 触 さ せ る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る ア ン テ ナ 共 用 器 の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま ず 、 セ ラ ミ ッ ク 基 板 １ ９ の 表 面 に バ ン プ １ ２ お よ び ダ ミ ー バ ン プ １ ８ と な る は ん だ バ
ン プ を 形 成 し 、 こ の は ん だ バ ン プ の 表 面 に フ ラ ッ ク ス を 塗 布 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 次 に 、 櫛 形 電 極 １ ３ が 形 成 さ れ た 弾 性 表 面 波 素 子 １ ４ を バ ン プ １ ２ お よ び ダ ミ ー バ ン プ
１ ８ を 介 し て 載 置 し た 後 、 リ フ ロ ー 炉 に 投 入 す る こ と に よ り 、 櫛 形 電 極 １ ３ と 電 極 １ ５ と
を バ ン プ １ ２ に よ っ て 電 気 的 に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 次 に 、 樹 脂 膜 １ ７ ａ で 弾 性 表 面 波 素 子 １ ４ を 覆 う よ う に 、 セ ラ ミ ッ ク 基 板 １ ９ に 接 着 、
硬 化 さ せ 、 か つ 弾 性 表 面 波 素 子 １ ４ か ら 離 れ た 部 分 は レ ー ザ ー を 当 て る こ と に よ り 除 去 し
、 セ ラ ミ ッ ク 基 板 １ ９ と 外 部 電 極 ２ ０ を 露 出 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 最 後 に 、 樹 脂 膜 １ ７ ａ と セ ラ ミ ッ ク 基 板 １ ９ 、 外 部 電 極 ２ ０ の 表 面 に ス パ ッ タ に よ り 下
地 電 極 を 形 成 し 、 電 気 メ ッ キ で 下 地 電 極 に 電 流 を 流 す こ と に よ り 、 金 属 膜 １ ７ ｂ を 形 成 す
る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 な お 、 上 記 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お い て も 、 上 記 し た 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に
、 セ ラ ミ ッ ク 基 板 １ ９ と 弾 性 表 面 波 素 子 １ ４ と の 間 に 第 １ 、 第 ２ の 櫛 形 電 極 １ ３ ａ ， １ ３
ｂ と 電 気 的 に 接 続 さ れ な い ダ ミ ー バ ン プ １ ８ を 形 成 し た り 、 第 １ の 櫛 形 電 極 １ ３ ａ と 電 気
的 に 接 続 さ れ た バ ン プ １ ２ の 径 を 、 第 ２ の 櫛 形 電 極 １ ３ ｂ と 電 気 的 に 接 続 さ れ た バ ン プ １
２ の 径 よ り 大 き く し た り 、 第 １ の 櫛 形 電 極 １ ３ ａ の 周 囲 に 形 成 さ れ た バ ン プ １ ２ お よ び ダ
ミ ー バ ン プ １ ８ の 数 を 、 第 ２ の 櫛 形 電 極 １ ３ ｂ の 周 囲 に 形 成 さ れ た バ ン プ １ ２ お よ び ダ ミ
ー バ ン プ １ ８ の 数 よ り 多 く す れ ば 、 駆 動 時 に 櫛 形 電 極 １ ３ が 高 温 と な る の を 防 止 で き る も
の で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る ア ン テ ナ 共 用 器 は 、 長 期 信 頼 性 に 優 れ て い る も の で 、 特 に 携 帯 電 話 に 使 用
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さ れ 、 複 数 の 周 波 数 帯 の 電 波 の 送 受 信 を 行 う た め の ア ン テ ナ 共 用 器 と し て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る ア ン テ ナ 共 用 器 の 断 面 図
【 図 ２ 】 同 ア ン テ ナ 共 用 器 の 主 要 部 の 主 面 図
【 図 ３ 】 （ ａ ） 同 ア ン テ ナ 共 用 器 の 他 の 例 の 主 要 部 の 主 面 図 、 （ ｂ ） 同 ア ン テ ナ 共 用 器 の
他 の 例 の 主 要 部 の 主 面 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る ア ン テ ナ 共 用 器 の 断 面 図
【 図 ５ 】 従 来 の ア ン テ ナ 共 用 器 の 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 １ １ 　 セ ラ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ （ セ ラ ミ ッ ク 基 板 ）
　 １ ２ 　 バ ン プ
　 １ ３ 　 櫛 形 電 極
　 １ ３ ａ 　 第 １ の 櫛 形 電 極
　 １ ３ ｂ 　 第 ２ の 櫛 形 電 極
　 １ ４ 　 弾 性 表 面 波 素 子
　 １ ６ 　 保 護 膜
　 １ ７ ａ 　 樹 脂 膜
　 １ ７ ｂ 　 金 属 膜
　 １ ８ 　 ダ ミ ー バ ン プ
　 １ ９ 　 セ ラ ミ ッ ク 基 板
　 ２ １ 　 内 部 電 極
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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